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)(xf  の
2

1
x における増減は、右の通りで、 1x において極小となる。 
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10 x のとき、 1)1(1  fx で、以下帰納的に 1,,1,1 32  nxxx  がわかるから、 1lim 
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)(xf は単調増加であるから、 1)( xf となるのは 1x のみで、 10 x であれば、以下帰納的に 1nx である。 
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であるような実数 c が、 nx と1の間に存在する。 
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以上により、
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x が示された。(証明終) 


